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ブラジルチドメグサ（Hydrocotyle ranunculoides） 

【分類】双子葉植物 離弁花類 セリ科（チドメグサ科、ウ

コギ科） チドメグサ属（＝ヒュドロコティレ属） 

【本種と近縁な未判定外来生物】H. umbellata、H. bonari-

ensis 

【本種を含む種類名証明書添付生物】チドメグサ属の全種 

【その他の学名】なし 

【外国名】floating pennywort 

【別名・販売名】日本では、本種はアマゾンチドメグサ H.

leucocephalaと混同されていた。また、ウォーター・マ

ッシュルーム、ペニーウォート等の販売名で呼ばれる植

物に含まれる可能性がある。 

【輸入・流通形態】鑑賞用の水草*として、近縁種の苗がウ

ォーター・マッシュルーム、ペニーウォート等の通称名で輸入、流通されているとともに、日本では本

種はアマゾンチドメグサ H.leucocephalaと混同されていたこともあり、これらの水草*の中に本種が含

まれて輸入、流通されていたと考えられる。現在は外来生物法により本種の輸入や流通は規制されてい

る。 

【原産地と侵入地】南アメリカ原産、ヨーロッパ、アフリカにも分布。日本では、熊本県菊池川や阿蘇の白

川付近で大繁殖している他、本州では岡山県早島町で確認されている（写真１）。 

【形態的特徴】 

花：４～６月に開花する（写真２）。５枚の花びらをもつ白い小さな花が５～10個集まって、ほぼ球状の

花序*を形成する。花序*は一つの節に1個（ときに３個）つくが、花序*の柄は長さ数cmで、葉柄*よ
り短いので、葉より上には出ない。 

 

写真1 水面で繁茂するブラジルチドメグサ 

（2009.5.5／岡山県早島町） 
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写真２ 開花しているブラジルチドメグサ（2009.5.5／岡山県早島町） 

 左：上から見たところ、中央：花と葉の付き方、右：拡大した花 
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写真３ ブラジルチドメグサの葉（2009.5.5／岡山県早島町） 

左：水面より上の葉、中央：水面上の葉、右:拡大した葉 
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茎：長さ１ｍ以上、毛は無く、太さは2～5mmで太い。節から１～数枚ずつ葉を出し、多数の根を出す。根

は水中では長さ30cm近く伸びる（写真４、写真５）。 

葉：葉身*は径３～７cm、多肉質で、全体の形は丸く、つけ根はハート型にくぼんでいる。てのひらのよ

うに５つに浅く裂けている。毛は無く、表面に光沢がある（写真３）。葉柄*は長さ７～35cmで太い

（写真４）。 

 

【生態的特徴】 

生活型 ：水中から水の上に伸びる抽水性*の多年草*。 

生育環境：温帯～亜熱帯に分布する。湖沼、河川、水路、礫質の氾濫原などの水辺に生育する（写真６、

写真７）。一般に淡水に生育するが、耐塩性が強い。 

繁殖特性：２つの種子が別々につり下げられる双懸果（写真８）と呼ばれる果実をつけて繁殖する。茎は

ばらばらになり易く、ばらばらになった茎の切れ端の節から葉や根を出して生長する（写真９）。

また、泥に根を張って生活するとともに、水面を浮遊して分布を拡大する。 

影響  ：大繁茂して水面を覆いつくすので、水中の光や酸素が不足するなど水生生物への影響は大きい。

有明海では、海に流れ着いたものが養殖用の海苔の網に掛かり、漁業被害を生じている。 

【チドメグサ属（ヒュドロコティレ属）の特徴】 

 チドメグサ属（ヒュドロコティレ属）が含まれるセリ科の植物は約275属に分類されており、そのうち

の31属が日本に分布する（※Mabberley，（2008）の分類体系では、チドメグサ属はウコギ科に分類され

写真４ ブラジルチドメグサの茎と、節から葉や根が出ている様子（2009.5.5／岡山県早島町） 

 左：それぞれの節から葉と根が出ている、中央：節から枝分かれした茎、右：茎、葉柄と根 
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写真５ 茎（根茎）を伸ばすブラジルチドメグサ（2009.5.5／岡山県早島町） 

左：水面下で茎（根茎）を伸ばしている様子、右:水中に伸びた根 
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ている）。チドメグサ属の植物は、世界の温帯～熱帯に広く分布し、約100種類が知られている。茎が匍

匐する小型の多年草*で、ふつう茎は地面をはい、それぞれの節から根を出す。葉は単葉*で掌状に分裂し、

葉柄*の基部に托葉*がある。花 

序*は、葉の腋に１～２個ついた柄の先端につく。花は小さく、白または淡い緑色。 

チドメグサ属の植物は、一部の種類が観賞用の水草*として輸入、

利用される以外には、園芸用に利用されることはほとんどない。 

【近縁種・類似種との識別点】 

チドメグサ属の在来種は６種で、全て

陸生植物である（写真10～写真15）。外

来種としては、本種以外にウチワゼニク

サ H. verticillataの定着が知られてい

る（写真15左）。観賞用の水草*として、

陸生の在来種を含む５種程度が輸入・販

売されている。アマゾンチドメグサH. l

eucocephalaが似ているが、花序*は葉よ

りも長く突き出て、その上部に毛がある

点が異なる。また葉身*が丸く、切れ込み

がない（写真15右）。 

しょうじょう 

たくよう 

写真８ ブラジルチドメ

グサの双懸果（ Steve 

Hurst @ USDA-NRCS PLANTS 

Database） 

写真９ 茎の破片から再生した 

ブラジルチドメグサ 

（2009.5.5／岡山県早島町） 

写真６ 除塵機周辺に生育す

るブラジルチドメグサ（左）

とブラジルチドメグサが生

育する水路 

（2009.5.5／岡山県早島町） 

 

写真７ 真冬の河川を覆うブラジルチドメグサ（2007.2.16／熊本県玉名市） 
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 チドメグサ属以外の類似種としては、同じセリ科でツボクサ属CentelleのツボクサC. asiaticaがあげ

られる。これらを含めた識別点を表１に示す。 

 

写真10 チドメグサＨ.sibthorpiodes 

上：葉の直径は１～1.5cm、 

葉の上に花序がつく 

（2007.5.31／東京都台東区） 

下：花序と果序 

（2007.6.30／筑波実験植物園） 

写真11 オオチドメH. ramiflora 

左：葉の直径は１～３cm、切れ込みは浅く、葉の上に花序が

つく（2007.5.19／東京都江東区） 

右：葉身（2007.5.3／千葉市泉自然公園） 

写真12 ノチドメH. maritime 

葉の直径は２～３cm 

（2007.6.2 

／神奈川県相模原市下溝） 

写真14 ツボクサ 

Centella asiatica 

葉は切れ込みがない 

（2009.7.4／沖縄県名護市） 

 

写真13 ヒメチドメH. yabei 

葉の直径は0.5～２cm 

（2007.5.29／ 

東京都千代田区） 

写真15 日本でみられる近縁の外来種 

ウチワゼニクサ H. verticillata 

葉に切れ込みがなく、葉柄は葉身の中心につく 

（2007.8.11／埼玉県上里町） 

右：水草として販売されるアマゾンチドメグサ 

H. leucocephala 

葉身は丸く、切れ込みがない（2007.8.12撮影） 

ようへい ようしん 
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アメリカ産のチドメグサ属の検索表（Godfrey, R.K. and J.W. Wooten，1981） 

A.葉は楯型でない（葉柄は葉身基部の切れ込みにつく）。 

 B.葉柄は太く、葉身とともにやや多肉質である。葉の切れ込みは深い。花序には明らかな柄があり、や 

や肉質または太めで水平な茎から生えている。分果の表面に脈はない。 

   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1. H. ranauculoidesブラジルチドメグサ（特定外来生物） 

 B.茎や葉柄は非常に細い。葉は薄く、切れ込みは浅い。花序は無柄または短柄で、短く直立または突き

出ている。分果の表面は顕著な脈がある。・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・2. H. americana 

A.葉が楯型である（葉柄が葉身の中央につく）。 

 B.花は単散形花序である。・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・3. H. umbellata（未判定外来生物） 

 B.花は分枝繁殖した散形花序か、断続的な穂状花序、または２方向以上を向く復散形花序 

  C. 十分発達した花序は分枝繁殖し、茎の末端に散形花序を持つとともに、多くの花をつけた枝を数～ 

多数階段状につける。・・・・・・・・・・・・・・・・・4. H. bonariensis（未判定外来生物） 

  C. 十分発達した花序は、１～数個の断続的は穂状花序をつけ、穂状花序は１またはやや分枝するか、 

２方向以上の柄を持った花をつける。 

    ・・・・・・・・・・・5. H. verticillataウチワゼニクサ（タテバチドメグサ）（日本に定着） 

たてがた 

図１ ブラジルチドメグサの近縁種・類似種 

（ H. bonariensis は USDA-NRCS PLANTS 

Database / USDA NRCS、その他はUSDA-NRCS 

PLANTS Database / Britton, N.L. and A. 

Brown，1913） 

ブラジルチドメグサ 

H. ranunculoides 
H. bonariensis 

H. umbellata 

ウチワゼニクサ 

H. verticillata 

H. americana 
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表１ ブラジルチドメグサの近縁種・類似種の特徴 

種 名 花の特徴 葉の特徴 

ブラジルチドメグサ 

Hydrocotyle ranauculoides 

外来植物 

・花柄が葉柄より短く、

花序は葉より上に出な

い。 

・直径３～７cm 

・掌状に５つに裂ける 

・表面に光沢がある 

・葉柄のつけ根はハート型にくぼ

む 

・多肉質で葉柄が太い 

オオチドメ 

Hydrocotyle ramiflora 
在来植物 

・花柄が葉柄より長く、

花序は葉より上に出

る。 

・直径１～３cm 

・掌状に浅く裂ける 

・表面に光沢がある 

・葉柄のつけ根はハート型にくぼむ 

・葉柄は太くない 

チドメグサ 

Hydrocotyle sibthorpiode 
在来植物 

・花柄が葉柄より長く、

花序は葉より上に出

る。 

・直径１～1.5cm 

・掌状に浅く裂ける 

・表面に光沢がある 

・葉柄のつけ根はハート型にくぼむ 

・葉柄は太くない 

ヒメチドメ 

Hydrocotyle yabei 
在来植物 

・花柄が葉柄より長く、

花序は葉より上に出

る。 

・直径0.5～２cm 

・掌状に深く裂ける 

・葉柄のつけ根はハート型にくぼむ 

・多肉質ではなく、葉柄は太くない 

ノチドメ 

Hydrocotyle maritime 
在来植物 

・花柄が葉柄より短く、

花序は葉より上に出な

い。 

・直径２～３cm 

・掌状に裂ける 

・葉柄のつけ根はハート型にくぼむ 

・多肉質ではなく、葉柄は太くない 

オオバチドメ 

Hydrocotyle javanica 
在来植物 

・花柄が葉柄より短く、

花序は葉より上に出な

い。 

・直径３～６cm 

・掌状に浅く裂ける 

・表面に毛があり、光沢はない 

・葉柄のつけ根はハート型にくぼむ 

・多肉質ではない、葉柄は太くない 

ツボクサ 

Centella asiatica 

在来植物 

・花柄が葉柄より短く、

花序は葉より上に出な

い。 

・直径2.5～５cm 

・掌状に裂けない 

・表面に光沢がない 

・葉柄のつけ根はハート型にくぼむ 

・多肉質ではなく、葉柄は太くない 

ウチワゼニクサ 

Hydrocotyle verticillata 
外来植物 

・花柄が葉柄より長く、

花序は葉より上に出

る。 

・直径２～５cm 

・掌状に裂けない 

・表面に光沢がある 

・葉柄は葉身の中心につく 

・多肉質ではなく、葉柄は太くない 

アマゾンチドメグサ 

Hydrocotyle leucocephala 
外来植物 

・花柄が葉柄より長く、

花序は葉より上に出

る。 

・直径３～６cm 

・掌状に裂けない 

・表面に光沢がある 

・葉柄のつけ根はハート型にくぼむ 

・多肉質ではなく、葉柄は太くない 

Hydrocotyle umbellate 
外来植物 

・花は散形花序になる 

・花柄が葉柄より長く、

花序は葉より上に出

る。 

・直径６～７cm 

・掌状に裂けない 

・表面に光沢がある 

・葉柄は葉身の中心につく 
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表１ ブラジルチドメグサの近縁種・類似種の特徴（続き） 

種 名 花の特徴 葉の特徴 

Hydrocotyle bonariensis 
外来植物 

・花序は分枝する ・直径最大で15cm 

・掌状に裂けない 

・表面に光沢がある 

・葉柄は葉身の中心につく 

Hydrocotyle vulgaris 
外来植物 

・花柄が葉柄より短く、

花序は葉より上に出な

い。 

・直径１～４cm 

・掌状に裂けない 

・表面に光沢がある 

・葉柄は葉身の中心につく 

Hydrocotyle americana 
外来植物 

・花柄はないか、ごく短

い。 

・直径１～４cm 

・掌状に浅く裂ける 

・表面に光沢がある 

・葉柄のつけ根はくぼむ 

※全て多年草 
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